慶應義塾大学大学院理工学研究科
特に優れた業績を証明する資料（表紙）

	学 　籍 　番　 号
	ﾌﾘｶﾞﾅ
	　ｋてし

	
	
	
	
	
	
	
	
	 氏名
	

	資料ＮＯ（様式1-1裏面「業績の要旨」に対応）

	業績の対象（○を付けてください）


	業績の種類


	－
	評価項目


	－
	番号


	学内　・　学外


※上記「業績の種類」および「評価項目」は別紙『業績の種類および評価項目』の番号を記載してください。

※申請者氏名、学会名・著書名・論文名・研究活動名、発表場所・発表年月日、受けた評価等が明記され
ている資料を提出してください
     [作成上の注意]
1） 業績を証明する資料の表紙にしてください（左上をホチキスどめしてください）

2） 資料NOは様式1-1裏面「特に優れた業績の要旨」の記載番号に対応してください

業績の種類、評価項目は別紙『業績の種類および評価項目』を参照してください

専攻分野に関連しないものを業績として申請することはできません

3） 業績の対象について、「学内」「学外」の該当する方に○を付してください

4） 学位論文：大学に提出した「論文要旨」のみを提出してください

5） 公刊学術論文：論文のフルコピーおよびレジュメ（A4版・2,000字以内）を提出してください

「表紙⇒レジュメ⇒論文」の順でホチキスどめしてください。厚み等によりホチキスどめできない場合はなんらかの方法で資料をまとめてください
ただし、論文中にabstractが記載されている場合は、レジュメの作成は不要です
※掲載日が決定しているが未だ掲載されていない or 掲載日は未定だが掲載自体は決定している場合は、採択決定された事がわかるメール等を印刷し、併せて添付してください
6） 国内外の学会等での発表：プログラム（本人氏名に蛍光ペンを引くこと）および発表内容が分かる資料（レジュメ・論文等）を提出してください

「表紙⇒プログラム(学会名が分かるページと本人氏名が記載されている箇所のみで良い)⇒レジュメ・論文等」の順でホチキスどめしてください

ただし、論文中にabstractが記載されている場合は、レジュメの作成は不要です
7） 著書、データベース、その他の著作物等：内容や本人氏名（蛍光ペンをひくこと）が分かる資料を提出してください。現物の提出は不要です
8） 発明、特許等：発明、特許等との本人（本人氏名に蛍光ペンを引くこと）との関係が証明されている（特許の申請または取得が分かる）資料を提出してください

9） 資格試験合格等：合格証書・成績通知書等のコピーを提出してください

10） 補助業務の実績等：源泉徴収票は職名等が記載されていないため不可
・ＴＡ→委嘱状を提出できる人は申告書で申告するのではなく、表紙とともに委嘱状を提出してください。委嘱状が手元にない場合は別紙『ＴＡ申告書』を記入して表紙とともに提出してください。
・研究助教、ＲＡ→在職証明書を提出してください。在職証明書がない場合は該当の学部・研究科や事務室に発行を依頼してください。
11） 社会貢献活動等：本人氏名（蛍光ペンを引くこと）と活動が客観的に分かる資料等、もしくは主催   者等が発行した証明（要押印）を提出してください
12） 学業成績を業績とする場合(※)には、業績の種類=「６」評価項目=「（１）」業績の対象=「学内」   となりますが、証明資料は必要ありません。その場合は、本表紙も必要ありません。
   (※履修科目の成績が全て「Ａ」もしくは「Ｓ」評価で無ければなりません。)
13） 業績が複数ある場合は、この用紙をコピーして使用してください

